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研究成果の概要：看護職のコンピテンシーとキャリア発達について広範な視点から調査した結
果、看護職のコンピテンシーの概念は、看護の人材資産形成における概念的基盤であるととも
に、看護職を評価・配置・教育することや、キャリア発達支援をより体系的に行う上で有用で
あることが明らかとなった。また、様々な場面で発揮された看護職のコンピテンシーの記述は、
医療構造改革が進むわが国の医療における看護職のキャリア発達と継続教育に役立てることが
できる。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 9,700,000 2,910,000 12,610,000 
２００６年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 
２００７年度 8,100,000 2,430,000 10,530,000 
２００８年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 
  年度    
総 計 36,000,000 10,800,000 46,800,000 

 
 
研究分野：看護学 
科研費の分科・細目：看護管理学 
キーワード：コンピテンシー、キャリア発達、人材資産 
 
１．研究開始当初の背景 
看護職に対して保健・医療・福祉の様々な
場面で優れた能力が求められるようになり、
看護職を人的資源と考えて最適配置を図るだ
けではなく、人材資産と考えて能力を最も発
揮させる仕組みを作る必要がある。コンピテ
ンシーは優れた職務遂行に必要な能力で、パ
フォーマンスあるいは個人特性として捉えら
れ、近年は、文脈を特定した上で行為、知識、
技能、態度などを含む包括的な概念として捉
えられるようになっている。看護職のコンピ
テンシーについて研究されるようになったの

は 1970年代後半以降で、多くは 1990年代後
半以降である。米国では特定の役割に必要な
コンピテンシーを同定、査定し、教育に活用
することが試みられ、わが国でもキャリアラ
ダーに活用する試みがなされている。看護の
人材資産形成のためには、看護職のコンピテ
ンシーとキャリア発達を体系的に把握する必
要があるが、これまでの研究では、それらの
相互作用を含めた包括的な概念として体系化
されていない。また、コンピテンシーと優れ
た職務遂行、すなわちケアの質との関連は検
証されていない。一方、看護職はチームとし
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てサービスを提供することが多いので、個々
人のコンピテンシーやキャリア発達だけでな
く、様々なコンピテンシーやキャリア発達状
態の職員が混在するチームとしてのコンピテ
ンシーや成熟度合いがケアの質に与える影響
の検証も必要である。さらに、看護職のコン
ピテンシーに患者や市民の価値観や期待を反
映することは社会的要請でもあり、将来は患
者や市民による看護サービス評価を可能にす
る概念として活用できるようになることが期
待される。 
 
２．研究の目的 
(1) 看護職個人およびチームとしてのコンピ
テンシー、キャリア発達の体系的整理 
看護職の能力・業績評価の方法を検索・把
握し、看護職の人的資源管理にコンピテンシ
ーの概念を活用することの意義を明確にする。
看護職個人については、一般の看護職、病棟
看護管理者、専門領域を持ち横断的に活動す
る看護職の別に、それぞれに求められるコン
ピテンシーを明らかにし、これらの知見を用
いてコンピテンシーとキャリア発達の状態の
関連を整理する。また、集団としての看護職
のコンピテンシーを明らかにするために、優
れた看護師チームの特徴を病棟単位で明らか
にする。 

 
(2) 患者・市民・有識者による看護サービス
への期待 
看護サービスの顧客が看護職に期待する役
割や機能を明らかにするとともに、他職種、
殊に医師と看護職の協働関係において看護職
に期待される役割や能力を明らかにする。 
 
(3) 場・役割・局面別に見た看護職に必要な
コンピテンシーとキャリア発達過程の同
定 
特定の場、役割、局面で必要なコンピテン
シーとキャリア発達過程を明らかにする。外
来看護職については、長期にわたって外来で
のコーディネーションを要する対象の特性に
対応した看護の詳細を記述する。保健師につ
いては、そのコンピテンシーを体系的に整理
するため、行政保健師の活動の意味を明確に
することによって、保健師活動に活用可能な
モデルとして「目的重視型保健師活動モデル」
を構築するとともに、日本だけでなく、他国
で使用されている保健師活動モデルと比較検
討することにより、国際的にも共有可能なモ
デルの構築を目指す。WOC 看護認定看護師
（WOCN）については、WOCN が病院にお
いて褥瘡管理体制を組織化するためのコンピ
テンシーおよびキャリア発達過程を明らかに
する。また、病院の廃止・経営権移譲のよう
な経営環境の大きな変化に看護師が対応する
ために必要なコンピテンシーおよび看護管理

者が職員を支援するために必要なコンピテン
シーについて明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1) 看護職個人およびチームとしてのコンピ
テンシー、キャリア発達の体系的整理 
コンピテンシーの概念、看護職の能力・業

績評価の方法、優れた看護職の特性を整理す
るため、文献検討、人事制度にコンピテンシ
ー評価を取り入れた病院での情報収集、看護
管理者3名ずつ3回のフォーカスグループディ
スカッションとエキスパートに対する個別面
接を行った。看護管理者のコンピテンシーに
ついて、文献検討および看護管理者12名によ
る9回の討議によって評価表を作成し、2施設
の看護師長49名、副看護師長53名を対象に調
査を実施した。専門領域を持つ看護師につい
て、専門看護師･認定看護師18名と看護管理者
3名の個別面接、看護管理者 3名ずつ3回のフ
ォーカスグループディスカッションを行った。
優れた看護師チームの特徴について、看護管
理者2～3名ずつ3回のグループ討議を行った。
また、コンピテンシーとキャリアアイデンテ
ィティに関する質問紙調査を全国の34施設の
392部署で実施した。また、この質問紙を中国
語訳し中国の6施設165部署で調査して、両国
間の比較をした。 
 
(2) 患者・市民・有識者による看護サービス
への期待 
看護サービスの顧客の立場から見た看護職

と看護サービスに対する意見を聴取するため、
1回3～5名の集団面接を6回行い、この結果と
文献および有識者の見解から、看護に対する
期待を整理し、質問紙を作成して3 病院の外
来で調査した。医師－看護師間の協働に対す
る両者の態度と実践について、海外で使用さ
れている測定尺度の日本語版を作成して4病
院で調査した。 

 
(3) 場・役割・局面別に見た看護職に必要な
コンピテンシーとキャリア発達過程の同
定 
外来看護職について、重症心身症児看護に

携わる看護職20名、成人先天性心疾患専門施
設に勤務する看護師6名（全国から無作為抽出
した6施設から各1名）、成人間生体肝移植のド
ナー20名の面接調査を行った。また、幹細胞
移植（骨髄移植）患者のケアに必要な情報を
移植施設パンフレットなどから抽出し、全国
18施設の看護師126名が参加するデルファイ
法を実施して検討した。保健師活動のモデル
開発にあたり、基盤となっている原理・原則
を確認した上で、保健師活動に関する用語を
教科書や雑誌、月報等から抽出し、ワークシ
ョップ（日本語･英語各1回）、質問紙調査、熟
練保健師等に対する集団面接･個別面接をと



 

 

おして、分類軸の検討・決定、および分類項
目の洗練を行った。その後、妥当性について
専門職・学識経験者に確認しさらに修正を加
えた。WOC看護認定看護師31名に対する面接
調査と30名に対する質問紙調査から「褥瘡管
理体制を組織化するための調整力自己評価尺
度」を作成し、50名を対象にした自記式調査
で信頼性・妥当性を検証した。経営権移譲が
あった病院において、施設管理者・看護管理
者延べ20名、看護師42名に対する個別面接と、
看護管理者による3回のグループ討議を実施
し、また、PFIを導入した病院において、病
院長・事務局長・看護部長・副看護部長・看
護師長・看護主任の計11名を対象とした面接
調査およびグループ討議を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 看護職個人およびチームとしてのコンピ
テンシー、キャリア発達の体系的整理 
コンピテンシーを他の能力概念と比較する
と、その特徴として、職務との関連性がより
直接的であること、動因や特性・自己イメー
ジ、知識・技術などを包括的・統合的にとら
える枠組みであること、高業績を導く特性で
あることがあげられ、経営人事の分野では、
経営戦略の人事への反映、職員の適正配置や
納得性の高い評価・教育に有用な枠組みとし
て用いられていることが明らかになった。 
優れた看護師の特性としては、患者ケアへ
のコミットメント、自己確信など、動因にか
かわる側面での能力の重要性が強調され、優
れた看護師の特性が持つ構造とコンピテンシ
ーとは大きな重なりがあった。このことに加
えて、各能力要素のバランスの良さがひとつ
の能力として語られたことや、個人だけでな
くさまざまな特性を持つ看護師の集団として
のバランスを保つ仕組みが必要であるととら
えられていることから、日本の医療施設にお
いてコンピテンシーの概念を用いた看護職の
評価・配置・教育は有用であると考えられた。 
また、日本の多くの医療施設で、看護師の
キャリアパスは、一般領域のエキスパートナ
ース、看護管理者、専門領域を持つ看護師の
3 つに分類されており、看護管理者と専門領
域を持つ看護師の能力は、エキスパートナー
スの能力の上に積み上げられるものとされて
いる。 
看護管理者のコンピテンシーについては、
文献検討および看護管理者の討議から、「部署
運営（リーダーシップ、指導・強制力、育成
力、チームワーク、トラブル対応）」「業務遂
行（達成志向、イニシアチブ、顧客志向、徹
底性、柔軟性、法令の遵守）」「思考力（問題
解決思考、課題設定力、情報志向、専門性）」
「影響力（対人影響力、対人感受性、ネット
ワーク構築力、組織感覚力）」「自己認識（感
情の自己認識、正確な自己評価）」「自己統制

（自信、セルフ・コントロール、組織へのコ
ミットメント、信念の維持）」の 6領域 25項
目を同定した。各項目について看護師長およ
び副看護師長の定義と評価水準（各 3 段階）
を作成し、看護師長・副看護師長を対象に調
査を実施した結果、一部表現を修正すれば、
看護管理者の評価に適用可能な評価表である
ことを確認した。また、病院看護管理者の経
験からは、自己統制や自己認識などの内的な
要素は教育が困難であることが多いため、昇
格者の選抜基準として重要であることが明ら
かになった。一方、思考力や影響力は経験と
ともに高めることが可能であり、病院レベル
の役割の付与などがその手段として有用であ
った。 
専門領域を持つ看護師に対して医療施設内

で期待する役割について、「集団レベルでの学
習の促進」「組織の枠を超えた質のモニタリン
グと改善」「看護の役割の拡大と開発」が抽出
された。これらの役割を遂行するために専門
領域を持つ看護師はケア集団のアセスメント
をしながら活動軸を明確化し、組織の変化の
方向づけを援助していたが、これらの行動に
は強い目標志向、知識の探求と整理、影響力
が必要であり、構造的支援に加え、心理的エ
ンパワメントが重要であることが示唆された。 
優れた看護師チームの特徴は、チーム全体

として「効率と質」「業務改善への取り組みと
人間関係維持」「業務遂行能力と対人関係能
力」のバランスがとれていること、目標・方
針を持っていること、常に患者のために実践
することであった。効果的なチームを作るた
めには、看護管理者が「看護やチームについ
て語ること」と「質の管理と役割の付与によ
る調整」によって方向づけを行うことが必要
であった。また、チーム評価の視点としては
現在、人間関係の維持に関連する知見は得ら
れているが、質の管理や業務改善への取り組
みなどの機能的側面での指標が不足している
こと、優れたチームの特徴とアウトカムの観
念に関する知見が不足していることが明らか
になった。 
コンピテンシーとキャリアアイデンティテ

ィに関する質問紙（15件法または 7件法、129
項目）を用いた調査を実施した結果、「質の高
いケアへのコミットメント」「質の高いケアの
実施」「キャリアアイデンティティ」「仕事の
特性、組織風土」「職務満足」の間の相関係数
は 0.34～0.74 (n=353)であった。26施設 177
病棟での調査から得られた患者満足度との関
係をみたところ、「仕事の特性」が望ましいも
のであること、「質の高いケアを実施」してい
ると思っていることが患者の満足度と相関す
る傾向があることがわかった。また、この質
問紙は中国語訳された。日中間の比較部署は
病棟のみとし、中国の調査対象は全て病床数
500床以上であったので、日本の 500床以上



 

 

の 9病院 154病棟と中国の 6病院 115病棟を
比較した結果、「組織風土」についてはほぼ同
等であったが、それ以外の領域のスコアは全
て中国の方が高かった。 

 
(2) 患者･市民･有識者による看護サービスへ
の期待 
患者・市民に対する集団面接と、文献調査、
有識者の見解から、看護に対する期待は、以
前から言われてきたように、専門的要素に関
わるものと人間関係に関わるものに大別され
た。しかし、文献的には人間関係に関わる期
待が豊富に記述されているのに対し、専門的
要素（知識・技術･能力･意識･態度）への期待
は、全般的、抽象的表現に止まり、何を「専
門的」としているのかは明らかにされていな
かった。そこでその内容を具体的にするため
に、33 項目の知識･技術を選定し、各項目で、
「知っている/ できるならばどう思うか」（肯
定設問）「知らない/できないならばどう思う
か」（否定設問）の両方を尋ねる質問紙（7
件法；－3点[非常に不満に思う]～3点[非常に
満足に思う]に得点化）を作成し、3 病院の外
来で調査し、1001 名から有効回答（有効回
答率69.1%）を得た。得点の因子分析により、
「治療関連知識」「介助関連技術」「感染対
策･安全管理」「観察管理技術」「基礎看護技
術」「医療費関連知識」「説明･尊重」の7領
域に項目を分類した。患者をクラスター分析
したところ、得点が、全般的に高い群、全般
的に高くない群、否定設問得点だけが高い群
が見られた。これらの結果によって、看護師
に必要なコンピテンシーを、具体的かつ患者
の期待を反映した形で明らかにすることがで
きた。 
また、医師－看護師間の協働に対する両者
の態度と実践について 4 病院で調査し、医師
から 290票(回収率 55.8%)、看護師から 1749
票(回収率 81.8％)の回答が得られた。看護の
役割に対する医師の期待は看護師が認識して
いるレベルほど高くないが、協働について学
ぶ機会がそれぞれの態度や実践に影響を及ぼ
すなど、Interprofessional educationの重要
性が示唆された。 

 
(3) 場･役割･局面別に見た看護職に必要なコ
ンピテンシーとキャリア発達過程の同定 

①外来看護 
重症心身症児看護に携わる看護職の親への
かかわりにおける認識・実践の経験の蓄積に
伴う変化として、「親には安心して子供を預け
てもらいたい」をコアカテゴリーとした、「ケ
アの充実」「親の要望の反映」「親との共通認
識の模索」「平等性の追求」の 4段階のキャリ
ア発達過程が明らかとなった。成人先天性心
疾患専門施設に勤務する看護師では、「心理社
会的支援ができること」「プライバシーに配慮

した病棟・外来運営」などが抽出された。成
人間生体肝移植のドナーについては、術前後
を通じた複雑な感情やレシピエントへの思い、
医療への要望が明らかとなった。また、幹細
胞移植（骨髄移植）患者の長期看護に必要な
退院後の生活指導に必要な情報について、優
先性が検討された。これらは、これまで十分
に記述されることがなかった、外来での長期
あるいは初期の対応が重要であると考えられ
る慢性疾患患者/状態者に対応した看護の詳
細の記述であり、より専門的な分野での外来
看護を充実させるための知見として有用であ
る。 
②保健師活動 
開発された「目的重視型保健師活動モデル」

は、次元Ⅰ「支援を行うための基盤を作る」、
次元Ⅱ「個人・家族に直接働きかけて健康を
高める」、次元Ⅲ「地域の環境に働きかけて、
個人・家族・集団・地域の健康を高める」の
3 次元によって構成されていた。このモデル
は、保健師教育や現任教育等の保健師活動の
質を確保するための管理項目への活用が期待
できる。 
③WOC看護 
 WOC 看護認定看護師（WOCN）が病院に
おいて褥瘡管理体制を組織化するためのコン
ピテンシーは、「褥瘡を治癒させることを目指
し、卓越した褥瘡管理技術を駆使しながら、
横断的に活動するための多職種との関係を調
整する能力」であり、WOCNは褥瘡を治癒さ
せるためのスキルを多職種に示しながら、
各々の職種との関係を調整し、褥瘡管理体制
を段階的に組織化していた。このコンピテン
シーの発揮プロセスは、WOCNのキャリア発
達プロセスでもあり、抽出されたコンピテン
シーとその発揮モデルは、継続教育プログラ
ムに適用可能であることが示唆された。開発
した「褥瘡管理体制を組織化するための調整
力自己評価尺度」は信頼性・妥当性が検証さ
れた。 
④経営環境の変化 
 劇的な経営環境変化の一例である病院の廃
止・経営権移譲では、病院構造改革時の看護
師の経験として、廃止決定直後、経営権移譲
後は不満や戸惑いが感じられていた。自身の
看護への思いを振り返ることが進路について
の前向きな検討、変化への適応を強く支えて
いた。管理的立場の看護師では看護への思い
に加え、リーダー役割を自覚することが重要
であった。また、PFI 導入時に特に重要なコ
ンピテンシーとして、病院看護管理者では「情
報探求」「概念化思考」、看護師長レベルでは
「達成重視」「分析的思考」「柔軟性・状況適
応」、主任レベルでは「達成重視」「人の育成」
「情報探求」「柔軟性・状況適応」があること
が明らかになった。これらの結果から、経営
環境変化は、看護師にとってキャリアパスに



 

 

ついて検討する機会ともなり得ること、変化
に伴って看護師に対して行うべき支援として、
組織に関する情報提供だけでなく、新しい役
割・権限の提示や相談体制の確立など、変化
の方向性と個人のキャリアビジョンを結びつ
けていく働きかけという新しい視点が得られ
た。 
 
以上、この研究で整理された看護職のコン
ピテンシーの概念は、看護の人材資産形成に
おける概念的基盤であるとともに、看護職を
評価・配置・教育することや、看護職のキャ
リア発達支援をより体系的に行う上で有用で
あることが明らかとなった。また、様々な場
面で発揮された看護職のコンピテンシーの記
述は、医療構造改革が進むわが国の医療にお
ける看護職のキャリア発達と継続教育に役立
てることができると考えられる。 
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